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「
定
住
自
立
圏
構
想
」
で
は
、
買
い
物
や
医
療
な
ど
の

生
活
に
必
要
な
機
能
が
あ
り
、
近
く
の
市
町
村
に
住
む
人

た
ち
も
そ
う
し
た
施
設
を
利
用
し
て
い
る
市
を
「
中
心
市
」

と
呼
び
ま
す
。

　
伊
賀
市
は
、
平
成
27
年
６
月
24
日
に
「
中
心
市
宣
言
」
を

行
い
、
近
隣
の
自
治
体
で
あ
る
京
都
府
笠
置
町
・
南
山
城
村

と
連
携
し
、
医
療
や
交

通
な
ど
生
活
に
必
要
な

機
能
を
守
る
た
め
に
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
10
月

４
日
に
合
同
調
印
式
を

開
催
し
、「
伊
賀
・
山
城

南
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
関
す
る
協
定
」
を
結

び
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
方
で
は
人
口
減
少
が
加
速
し
、
単
独
の

市
町
村
で
医
療
や
公
共
交
通
な
ど
の
生
活
機
能
を
維

持
・
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

　
　
　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

「
定
住
自
立
圏
構
想
」

　

同
じ
生
活
圏
の
市
町
村
が
連
携
し
て
、
医

療
・
産
業
振
興
・
公
共
交
通
な
ど
の
生
活
機
能

を
全
体
で
確
保
し
、
住
民
の
定
住
に
つ
な
げ
る

た
め
の
取
り
組
み

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
？

伊
賀
市
は
近
隣
市
町
村
の
「
中
心
市
」

▲南山城村長（写真左）と笠置町長
　（写真右）との合同調印式の様子

　 と　　 で つながる 圏域
～「定住自立圏構想」に基づき、

３市町村で連携した取り組みを進めていきます～

水 歴史

【問い合わせ】　総合政策課　☎22-9620　ＦＡＸ22-9672

伊賀市・笠置町・南山城村

　

伊
賀
市
・
笠
置
町
・

南
山
城
村
は
、
三
重
県

と
京
都
府
の
県
境
に
あ

り
、
木
津
川
が
３
市
町

村
を
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
藤
堂
藩
に
ゆ
か

り
が
あ
り
、
歴
史
的
に

も
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
従
来
か
ら
買
い
物
・
医
療
・
通
勤
な

ど
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
生
活
面
に
お
け
る
人
の

流
れ
や
住
民
相
互
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　　
連
携
の
基
本
イ
メ
ー
ジ
を
「
水

と
歴
史
で
つ
な
が
る
圏
域
」
と
し

て
、
次
の
２
つ
の
視
点
で
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

▼
圏
域
で
つ
な
が
り
、
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る

　
医
療
体
制
や
子
育
て
支
援
、
防
災
体
制
を
充
実
さ

せ
、
働
く
場
所
の
確
保
、
地
域
公
共
交
通
体
制
の
構

築
な
ど
に
取
り
組
み
、
住
み
続
け
た
い
地
域
で
暮
ら

せ
る
圏
域
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
活
発
な
交
流
で
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

　
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
が
持
つ
地
域
資
源

や
地
域
に
暮
ら
す
人
材
の
交
流
な
ど
に
よ
り
、
圏
域

全
体
で
多
様
な
資
源
の
魅
力
を
高
め
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
め
ざ
し
ま
す
。

伊賀市笠置町

南山城村

伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
は

〝
水
と
歴
史
で
つ
な
が
る
圏
域
〟

笠
置
町
・
南
山
城
村
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
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共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
圏
域
の
め

ざ
す
将
来
像
や
具
体
的
な
取
り
組
み

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、２
０
１
７

︵
平
成
29
︶年
度
か
ら
２
０
２
１︵
平
成
33
︶年
度
ま
で
の
５

年
間
の
計
画
と
し
て
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
取
り
組
み
を
次
の
３
つ
の
分
野

に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

○
一
次
・
二
次
救
急
医
療
体
制
の
充

　
実
・
確
保
を
行
い
、
圏
域
住
民
に

　
安
心
し
た
医
療
を
提
供
す
る

○
救
急
医
療
や
応
急
処
置
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
24
時
間

　
対
応
す
る
電
話
相
談
事
業
を
圏
域
へ
拡
大
す
る

○
結
婚
を
希
望
す
る
人
に
「
出
会
い
」
か
ら
「
結
婚
」
へ
の

　
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
若
者
が
安
心
し

　
て
住
み
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
の
充
実
を
め
ざ
す

○
圏
域
で
連
携
し
た
観
光
施
策
や
地
場
産
業
の
振
興
を
進

　
め
、
誘
客
や
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
め
ざ
す

○
災
害
時
の
正
確
な
情
報
共
有
や
圏
域
内
で
の
相
互
応
援

　
体
制
を
整
備
す
る

○
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
通
院
な
ど
を
考
慮
し
た
地
域

　
の
公
共
交
通
網
や
道
路
の
整
備

　
を
進
め
る

○
圏
域
内
へ
の
移
住
希
望
者
が
必

　

要
と
す
る
情
報
の
提
供
や
支
援

　

を
行
う
た
め
の
相
談
窓
口
を
設

　
置
し
、
圏
域
全
体
で
情
報
発
信

　
に
取
り
組
む

○
圏
域
内
の
職
員
の
能
力
や
資
質
の

　
向
上
を
図
る
た
め
、
合
同
で
研
修

　
会
な
ど
を
実
施
す
る

○
外
部
有
識
者
か
ら
の
助
言
を
得
な

　
が
ら
、
政
策
課
題
を
研
究
・
検
討

　
す
る

①
生
活
機
能
の
強
化

医
療

健
康
・
福
祉

教
育

産
業
振
興

環
境

防
災

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

公
共
交
通

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

交
通
イ
ン
フ
ラ

地
産
地
消

内
外
交
流

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

人
材
育
成
・
交
流

人
材
確
保

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
都
市

機
能
や
地
域
資
源
な
ど
、お
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
っ

て
弱
み
を
補
い
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
や
結

び
つ
き
を
よ
り
強
め
合
う
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
圏
域

を
作
り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏

 
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

～
京
都
府
で
最
も
小
さ
い
町
～

　
京
都
府
の
最
南
端
に
位
置
す
る
、府
内
で
最
も
小
さ

い
町
で
、
歴
史
と
美
し
い
自
然
が
調
和
す
る
町
で
す
。

　
後
醍
醐
天
皇
の
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

と
し
て
も
知
ら
れ
、
当
時

を
偲
ぶ
史
跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
桜
名
所
百

選
に
選
定
さ
れ
て
い

る
約
３
，０
０
０
本
の

桜
が
春
を
告
げ
、
秋

に
は
、
笠
置
山
が
錦

に
染
ま
り
、
四
季
を

通
じ
て
豊
か
な
自
然
が
楽
し
め

ま
す
。

～
京
都
府
で
唯
一
の
＂
村
＂
～　

　
南
は
奈
良
県
、
北
は
滋
賀
県
、
東
は
三
重
県
に
隣

接
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と
里
山
の
風
景
を
残
し

た
、
京
都
府
で
唯
一
の＂
村
＂で
す
。

　
雄
大
な
木
津
川
と
緑
豊
か
な
茶
畑
が
広
が
り
、
良

質
な
宇
治
茶
の
主
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
４
月

に
道
の
駅
が
オ
ー
プ

ン
し
、
多
く
の
人
が

訪
れ
る
交
流
の
場
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

２

◆
南
山
城
村

　
　
　
　

２
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３
７
人　
　
　
　
６
４
．１
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㎞

人
口

面
積

２

◆
笠
置
町

　
　
　
　
１
，４
２
１
人　
　
　
　

２
３
．５
２ 

㎞

人
口

面
積

※人口は 2017（平成29）年４月１日の住民基本台帳人口、面積は 2015（平成 27）年の国勢調査の数値です。

　
雄
大
な
木
津
川
と
緑
豊
か
な
茶
畑
が
広
が
り
、
良


